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◇昨年は都合がつかず今年初めて模擬面接に協力させていただきまし　
た。自分に何が出来るのかと、不安で一杯になりながらの面接でした　
が、私以上に不安げで緊張している生徒さんを前にして、何か１つで
も良いアドバイスが出来ればと夢中で、あっという間に終わってし　
まいました。私にとっても良い経験になりました。皆さんが希望の職　
業に就けますよう応援しています。
◇本校の保護者による面接の練習はとても意義深いものである。毎日の　
ように接している先生と違い、初めて会う人に厳しい質問をされると　
どんなに緊張することか。
◇我が家の息子以外の高校生と会話すること、そして、今の高校生がどういう考えを持っているかを生で聞く機　　
会はそうそうありませんから、ついつい生徒さんにとっては想定外の質問をしたりしてしまいました。迷惑だ　
ったでしょうが、模擬面接を通して、会話させていただき楽しませていただきました。ありがとうございまし
た。
◇「不意をつかれる」という経験を一度でもしておくことは良いことだと思います。是非続けてください。
◇今回で２回目であったが、就職希望者（生徒）も面接官も緊張感があってＰＴＡ活動の１つの取り組みとして
は評価できるものである。自分の経験も生かせるし、生徒達にも社会に出て就職したらこうあってほしいと逆
に希望と期待をしてしまう。何か自分自身が試されているようで、親としても改めて自分の若い時代の頃を思
い出しながら生徒達に夢を託してしまった。

◇厳しい現実である就職を目指すだけあって、考え方、言葉の使い
方、態度などこれまでの学校の指導と本人の努力が見られ必ずや
本番でよい結果が出せると確信できる生徒達でした。第一のハー
ドルは試験の“点数”かもしれませんが、自己をＰＲ出来る面接
で、120％の力が発揮できるよう最後まで磨きをかけて、自分の魅
力を相手に伝え、勝利を手にして欲しいと思います。自分の子も　　
含め、現代の若者達に不足しているのは何か、それは内に持つエ
ネルギーを発散させ、良い形に変え、各々の才能を開花させられ
る努力と思いますが、今日の生徒達の澄んだ瞳の中には輝く未来
が宿っているはずなので、周りの大人達がそれを見守り、手助け
をし、世の大海に送り出してあげたいと思いました。

《合格を勝ち取った生徒の感想です。》
○先生方との練習では味わえない緊張感を経験することが出来ました。保護者の方から「棒読みをしているよ　
うに聞こえるから、話し言葉に崩してもっと自然に」など、具体的なアドバイスを頂くことも出来ました。
本番では練習を思い出して緊張せずに笑顔で臨むことが出来て良かったです。

11月９日（木）～11日（土）は、角館高校の学校公開日です。普段の授業のほかに、いろいろな分野の
大学の先生方10名による「大学模擬講義」もあります。わかりやすく学問のおもしろさを伝えてくれます。
どうぞ、お気軽においでください。
大学模擬講義　日時　11月10日（金）13：30～15：00 会場　角館高校　各教室

参加大学　秋田大学・国際教養大学・秋田県立大学・東北福祉大学・
東北学院大学・専修大学・盛岡大学・女子栄養大学　

■問合せ：角館高校　担当：沖田雅子　TEL（５４）２５６０

本校では毎年保護者の方々にご協力を頂いて就職希望者に対して模擬面接を実施しております。これは民
間就職を希望する生徒に対して、教職員とは違った視点の問いかけを、初めてお目にかかる方々にしていた
だき、本番の面接において自分自身を十分に表現していく訓練を目的にして行われているものです。
今回は9月に行われた模擬面接でご協力を頂いた保護者の方々のご意見を紹介いたします。


